
家
族
の
時
給
は
大
丈
夫
？

10
月
か
ら
最
低
賃
金
ア
ッ
プ

　
10
月
か
ら
各
都
道
府
県
で
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
、東
京
都
と
神

奈
川
県
で
は
全
国
初
の
1
、0
0
0

円
超
え
と
な
り
、
福
岡
県
は

8
4
1
円（
同
＋
27
円
）に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。最
低
賃
金
は
、働
き
方

に
関
係
な
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

働
い
て
い
る
家
族

が
い
る
方
は
、家
族

の
時
給
を
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

労
働
ニ
ュ
ー
ス

　
私
鉄
九
州
地
連
は
、８
月
29
日
・

30
日
、鹿
児
島
県
霧
島
市
で
、「
第
75

回
定
期
大
会
」を
開
催
し
、九
州
各

地
の
私
鉄
組
合
員
約
2
3
0
名
が

結
集
。「
心
を
ひ
と
つ
に
職
場
か
ら
、

未
来
に
つ
な
げ
る
私
鉄
産
別
運
動
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
２
０
１
９
年

度
運
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し

た
。西
鉄
労
組
か
ら
は
、執
行
委
員

９
名
と
中
央
委
員
24
名
が
出
席
。山

下
中
央
委
員（
国
物
東
京
）が
副
議

長
に
選
出
さ
れ
、円
滑
な
議
事
進
行

で
大
役
を
果
た
し
た
。

　
運
動
方
針（
案
）の
審
議
で
は
、要

員
不
足
、勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
、定
年
延
長
な
ど
の
テ
ー
マ
が
議

論
さ
れ
、各
単
組
か
ら
出
さ
れ
た

様
々
な
要
望
や
意
見
を
聞
い
て
、特

に
要
員
不
足
の
問
題
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。や
は
り
、職

場
か
ら
労
働
組
合
が
声
を
上
げ
、長

時
間
労
働
に
よ
る
健
康
被
害
、過
労

死
、過
労
自
殺
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
、要
員
確
保
に
繋
が
る
と
思
い

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
様
々
な
意
見
、

労
働
者
の
た
め
の
制
度
を
実
現
す
る

た
め
、「
も
り
や
た
か
し
」参
議
院
議

員
に
国
政
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
公
共
交
通
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
運
動
方
針（
案
）の
議
論
を
聞
い

て
、要
員
不
足
は
九
州
地
連
全
体
で

も
深
刻
な
状
況
だ
と
思
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
は
、社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
必
要
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、働
く
人
が
減
っ
て
い
る
、定
着
し

な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、今
後
も

取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
必
要
を
感

じ
ま
し
た
。ま
た
、南
国
交
通
労
組
の

バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
、知
覧
に
つ
い

て
の
話
を
聞
い
て
、改
め
て
、戦
争
に

つ
い
て
真
実
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

意
思
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。「
も
り
や

た
か
し
」参
議
院
議
員
が
誕
生
し
た

今
、私
た
ち
が
次
世
代
へ
平
和
な
世

の
中
、安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
、そ

し
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
産
別
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
は
、産
別
運
動
、労
働

運
動
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、初
め
て
地
連
大
会
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、副
議
長
を
務
め
る

こ
と
と
な
り
、緊
張
を
感
じ
て
お
り

ま
し
た
が
、会
議
員
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、ス
ム
ー
ズ
な
議
事
運
営
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
、改
め
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。運
動
方
針
に
対
す
る
質

疑
応
答
で
は
、活
発
な
議
論
が
お
こ

な
わ
れ
、組
合
員
各
位
の
熱
い
想
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
も

り
や
た
か
し
」参
議
院
議
員
に
も
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
、当
選
を
祝
う

中
で
、私
鉄
の
仲
間
の
団
結
力
を
強

く
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
鉄
オ
タ
選
手
権
〜
西
鉄
電
車
の

陣
〜
」が
、９
月
25
日（
水
）、午
後
10

時
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。見
逃
し
た
方
は
、

再
放
送
予
定
が
、10
月
6
日（
日
）午

後
3
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、お
見
逃
し
な
く
！
レ
イ
ザ
ー

ラ
モ
ン
R
G
の「
西
鉄
あ
る
あ
る
」に

も
、乞
う
ご
期
待
！

九
州
か
ら
産
別
運
動
の
発
展
を
め
ざ
す

出
向
班
長
交
代

（
９
月
１
日
付
）

【新】吉原俊介
↑

【旧】山田嘉一郎

バ
ス
二
日
市
出
向
班

大会風景

古賀執行委員長

地
連
大
会
に
参
加
し
て

持
駒

　金
金

５
手
詰

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
様
に

「
組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ス
ケ
ー
ス
」を

プ
レ
ゼ
ン
ト
‼

■
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に「
答
え
・
住
所
・
分

会（
出
向
先
）・
氏
名
・
ご
意
見
」

を
お
書
き
の
上
、

〒
８
１
０‐

０
０
７
４

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
１‐

４‐

16

西
鉄
労
組 

教
育
宣
伝
部

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
締
切
：
10
月
25
日（
金
） 

必
着

　

※

当
選
者
と
回
答
は

　
　11
月
号
紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

竜

玉

角

歩歩馬

詰
将
棋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■開催日：８月29日（木）・30日（金）　■場所：鹿児島県霧島市九州地連 第75回定期大会

　
９
月
11
日
、組
合
本
部
で
、第
11

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、「
指
定

外
運
行
処
分
基
準
の
改
定
の
件
」、

「
在
宅
勤
務
の
試
験
導
入
の
件
」な

ど
、す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
決

定
さ
れ
た
。な
お
、今
回
よ
り
、特
別

中
央
委
員（
バ
ス
二
日
市
）が
、山
田

嘉
一
郎
さ
ん
か
ら
吉
原
俊
介
さ
ん
に

変
更
と
な
っ
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞

第
11
号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲
示

板
に
掲
載
）

す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
決
定

第
11
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：
９
月
11
日（
水
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

つ
い
に
西
鉄
電
車
が
登
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鉄
オ
タ
選
手
権

指定外運行処分基準の改定の件

　
９
月
27
日
、西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
、「
第
1
5
4
回
定
期
組
合

員
大
会
」を
開
催
し
、真
摯
で
活
発

な
議
論
の
も
と
、2
0
1
9
年
度
運

動
方
針
を
決
定
。古
賀
孝
治
執
行
委

員
長
の
も
と
、２
０
１
９
年
度
の
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

※
大
会
の
詳
細
は
、10
月
下
旬
発
行

予
定
の「
定
期
大
会
特
集
号
」で
お

伝
え
し
ま
す
。

第
1
5
4
回
定
期
組
合
員
大
会

■
開
催
日
：
９
月
27
日（
金
）　
■
場
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
福
岡
市
）

2
0
1
9
年
度
運
動
方
針
決
定

さ
ら
な
る
団
結
で
運
動
強
化

土井分会
荒井 広貴

要員不足、
喫緊の課題と
再認識

筑紫乗務分会
野田 正満

知覧の話に、
戦争を語り継ぐ

決意

国物東京分会
山下 義彰

初参加で、
副議長の
大役果たす

森屋隆参議院議員 黒木執行委員長

鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
、た
ま
ら
な
い

番
組
が
、つ
い
に
西
鉄
へ
参
戦
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８
月
31
日（
土
）〜
９
月
２
日

（
月
）、連
合
福
岡「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ

ル
in
沖
縄
2
0
1
9
」が
お
こ
な
わ

れ
、西
鉄
労
組
か
ら
は
、有
働
さ
ん

（
筑
紫
工
場
）、土
淵
さ
ん（
事
業
）、井

上（
柳
川
乗
務
）の
３
名
が
参
加
し

た
。初
日
、福
岡
空
港
で
最
終
の
班

長
・
幹
事
会
を
お
こ
な
い
、参
加
者
の

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、そ
の
後
の

出
発
式
で
は
、連
合
青
年
委
員
会
委

員
長
が
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
。那
覇
空

港
到
着
後
は
、「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」で

献
花
・
見
学
を
お
こ
な
い
、語
り
部
の

方
に
よ
る
沖
縄
戦
の
体
験
談
を
聞
い

た
。そ
の
後
、「
平
和
の
礎
」で
琉
球
バ

ス
の
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、

「
首
里
城
」で
は
班
ご
と
に
自
由
見
学

し
、ホ
テ
ル
到
着
後
、全
体
夕
食
交
流

会
・
班
別
交
流
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　
２
日
目
は
、「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」、「
嘉

数
高
台
公
園
」、「
糸
数
豪
」、「
海
軍
司

令
部
壕
跡
」を
見
学
し
、ガ
イ
ド
の
方

や
連
合
沖
縄
青
年
委
員
の
皆
さ
ん
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、ホ
テ

ル
で
班
別
学
習
会
を
お
こ
な
っ
た
。

　
最
終
日
は
、国
際
通
り
を
自
由
散

策
し
て
か
ら
帰
路
に
着
い
た
。２
泊

３
日
と
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、沖
縄

戦
跡
や
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
な
ど
を
巡

り
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
す

る
と
と
も
に
、他
産
別
の
組
合
員
と

も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、実

り
あ
る
３
日
間
と
な
っ
た
。

【
青
女
協
事
務
局
長
　井
上
翔
太
】

　
８
月
31
日
か
ら
９
月
２
日
に
わ
た

り
、平
和
学
習
を
目
的
と
し「
ヤ
ン
グ

カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄
」に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。沖
縄
で
は
、ひ

め
ゆ
り
隊
の
一
員
と
し
て
沖
縄
戦
を

経
験
し
た
方
の
お
話
を
直
接
伺
う
機

会
や
、実
際
に
真
っ
暗
な
防
空
壕（
ガ

マ
）に
入
る
経
験
を
し
ま
し
た
。今
ま

で
は
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
わ
ず
か

な
情
報
し
か
知
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、直
接
自
分
の
目
で
戦
争
の
悲

惨
さ
、米
軍
基
地
の
問
題
な
ど
の
深

刻
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
の
経
験
を
、自
分
の
言
葉
で
身

近
な
友
人
な
ど
に
語
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄
」に

参
加
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、平
和
学
習
自
体
は
、学
生

の
頃
の
授
業
や
、テ
レ
ビ
で
見
た
り
聞

い
た
り
し
て
学
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、実
際
は
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、今
回
参
加
し
て
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
す
。ひ
め
ゆ
り
資
料

館
・
平
和
の
礎
・
首
里
城
・
壕
な
ど

様
々
な
場
所
で
話
を
聞
い
て
、今
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
普
通
の
生
徒
達
が

軍
国
少
年
・
少
女
と
し
て
教
育
を
受

け
、そ
の
教
育
の
違
い
で
生
死
ま
で
も

が
別
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、戦
後
生

き
残
っ
た
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ

「
生
き
残
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」と

思
っ
て
し
ま
う
戦
争
の
残
酷
さ
、終

戦
し
て
74
年
経
っ
た
今
で
も
米
軍
基

地
な
ど
の
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
、た
く
さ
ん
の
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
学
習
で
き
ま
し
た
。戦
争

の
悲
惨
さ
や
命
の
尊
さ
を
、こ
の
先
ど

う
や
っ
て
語
り
継
い
で
い
く
の
か
が

自
分
た
ち
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
９
月
２
日
、西
新
パ
レ
ス
ボ
ウ
ル

で
、福
岡
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

主
催
の「
産
別
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」が
開
催
さ
れ
、西
鉄
労

組
か
ら
は
、桧
原
分
会
チ
ー
ム
と
壱

岐
分
会
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。４
人

１
チ
ー
ム
で
２
Ｇ
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ

ア
を
競
う
団
体
戦
で
は
、桧
原
分
会

チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り
、壱
岐

分
会
チ
ー
ム
も
昨
年
に
続
き
準
優
勝

と
な
っ
た
。ま
た
、個
人
戦
で
は
、吉

村
慶
司
さ
ん（
桧
原
）が
準
優
勝
に
輝

い
た
。な
お
、大
会
で
集
ま
っ
た
２

０
、２
１
７
円
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

は
、２
０
１
９
年
度
福
祉
募
金
と
し

て
活
用
さ
れ
る
。

語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
沖
縄
の
歴
史
を
学
習

桧
原
と
壱
岐
で
、ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

　
９
月
１
日
、愛
宕
浜
営
業
所

と
能
古
島
島
民
の
方
々
と
の
交

流
会
を
実
施
し
、西
鉄
か
ら
は
、

渕
上
所
長
、分
会
組
合
員
、そ
の

関
係
者
19
名
が
参
加
し
ま
し

た
。愛
宕
浜
営
業
所
が
能
古
島

で
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
こ
と
、

能
古
島
公
民
館
の
河
野
館
長
が

西
鉄
O
B
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、交
流
会
が
実
現
し
、21
名
も

の
島
民
の

方
々
が
参

加
し
て
く

だ
さ
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、

あ
い
に
く
の

雨
の
た
め
、

公
民
館
で「
卓
球
大
会・ダ
ー
ツ

大
会
」を
お
こ
な
っ
た
後
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
。西
鉄
の
組
合

員
、そ
の
ご
家
族
と
、島
民
の

方
々
と
の
間
で
、こ
れ
か
ら
の
西

鉄
と
能
古
島
の
将
来
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
い
、有
益
な
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
交

流
会
を
定
例
化
し
、一
層
、西
鉄

と
能
古
島
の
関
係
が
密
接
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。【教

宣
部
長
　
花
田
衛
】

　
私
た
ち
柏
原
分
会
は
、大
重

分
会
長
を
は
じ
め
、計
6
名
の

役
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。昨
年
、役
員
1
人
が

入
れ
替
わ
り
、新
た
な
顔
ぶ
れ

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
９
月
６
日

か
ら
８
日
に

か
け
て
、分
会

研
修
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
毎

年
、他
県
の
私

鉄
の
仲
間
の

バ
ス
や
鉄
道

に
乗
り
、良
い
点
な
ど
気
づ
い
た

こ
と
を
皆
で
討
議
し
、事
務
所

や
会
社
に
提
案
し
た
り
し
て
い

ま
す
。今
年
は
、北
陸
鉄
道
の
バ

ス
に
乗
り
、組
合
活
動
に
関
す

る
様
々
な
討
議
を
し
ま
し
た
。

短
い
文
章
で
は
、伝
え
き
れ
な
い

ほ
ど
充
実
し
た
研
修
で
、役
員一

同
、気
分一新
し
、今
後
も
、組
合

員
さ
ん
の
た
め
に
尽
力
す
る
決

意
を
固
め
ま
し
た
。 

【
教
宣
部
長
　
宮
本
温
士
】

分 会 トピックス
西鉄と能古島の将来ある交流

愛宕浜分会

分会研修で北陸鉄道へ
柏原分会

産
別
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
開
催
日
：
９
月
２
日（
月
）　
■
場
所
：
西
新
パ
レ
ス
ボ
ウ
ル

連
合
福
岡「
ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄
」
■
開
催
日
：
８
月
31
日（
土
）〜
９
月
２
日（
月
）

■
場
　
所
：
沖
縄
県

準優勝の吉村さん（右）

筑紫工場分会
有働 輝

平和の尊さ、
実際に身近に
感じる

ヤ
ン
グ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
沖
縄
に
参
加
し
て

本社事業分会
土淵 裕一

この経験を
自分の言葉で
伝えていく

【団体戦】 2G合計（4人）

【個人戦】 2G合計

分会長にも中毒者多数！？
元祖長浜屋

ROUSO
PEPPER

vol.4

「元祖長浜屋」 福岡市中央区長浜2-5-38

　長浜ラーメンで有名な長浜地区は、数多くのラーメン屋が
軒を連ねる、福岡でも有数のラーメン地帯。なかでも、長浜
ラーメンの元祖と言われる「元祖長浜屋」は、福岡市民から「ガ
ンソ」「ガンナガ」などと呼ばれ、早朝から深夜まで多くのお客
さんで賑わっています。
　スープはあっさり目ですが豚骨の香りがたっている独特の
味に加え、細麺の麺は食べやすく、量はかなりボリューミー。
ラーメンたれ、紅ショウガ、コショウなどで、自分なりの味に仕
上げることもできます。お店は、深夜、早朝も開いているので、
ぜひ一度立ち寄ってみてください♪

　ところで、「元祖長浜屋」をめざして長浜に行ってみると、「元祖長
浜屋」と似た店名のラーメン屋が複数あり、初見さんは混乱間違い
なしの状況になっています。とくに、約10年前、元祖長浜屋の元従
業員さんが開業した「元祖ラーメン長浜家」は、味はもちろん店内の
雰囲気まで、ほぼ「元祖長浜屋」と同じ（経営は無関係）。さらに、そ
の後、長浜屋出身者による「元祖ラーメン長浜屋台」も近くにオープ
ンしています。３店舗すべてに行ってみて、味の違いを確認してみる
のも面白いかもしれません。

　組合本部がある大手門エリア（福岡市中央区）のお食事処を紹介するこのコーナー。お久しぶ
りの今回は、福岡市民にはおなじみ！なぜか衝動的に食べたくなってしまう長浜ラーメン「元祖長
浜屋」をご紹介します。

優　勝 西鉄労組桧原分会 1,396点
準優勝 西鉄労組壱岐分会 1,327点
第 3 位 西部電機労組 1,271点

優　勝 上野紘孝（Q-Tecnoユニオン） 393点
準優勝 吉村慶司（西鉄労組桧原分会） 355点
準優勝 米崎漱馬（西部電機労組） 355点
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